
令和年月日 水曜日 (号外特第号)官 報

発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
光
源
と
す
る
照
明
器
具
を
有
す
る
」
を
「
有
す
る
客
室
内
の
照
明
器
具
、
前
照
灯
及
び
行
先
表

示
器
が
発
光
ダ
イ
オ
ー
ド
を
光
源
と
す
る
も
の
で
あ
る
」
に
改
め
、
同
項
第
二
号
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
六
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
五
項
と
し
、
同
条
第
三
十
七
項
中
「
附
則
第
十
五

条
第
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
六
項
と
し
、
同
条
第
三
十
八
項
を

同
条
第
三
十
七
項
と
し
、
同
条
第
三
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
十
四
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
三
十
八
項
と
し
、
同
条
中
第
四
十
項
を
第
三
十
九
項
と
し
、第
四
十
一
項
を
第
四
十
項
と
し
、

第
四
十
二
項
を
第
四
十
一
項
と
し
、
同
条
第
四
十
三
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第

十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
二
項
と
し
、
同
条
第
四
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」を「
附

則
第
十
五
条
第
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
三
項
と
し
、
同
条
第
四
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二

十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
第
三
号
中
「
第
十
条
第
七
項
第
六
号
」
を
「
第
十
条
第

八
項
第
六
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
四
項
と
し
、
同
条
第
四
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
三
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
五
項
と
し
、
同
条
中
第
四
十
七
項
を
第
四
十
六
項

と
し
、
第
四
十
八
項
を
第
四
十
七
項
と
し
、
第
四
十
九
項
を
第
四
十
八
項
と
し
、
同
条
第
五
十
項
中
「
附
則
第
十
五

条
第
二
十
五
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
二
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
四
十
九
項
と
し
、
同
条
第
五
十
一

項
を
同
条
第
五
十
項
と
し
、
同
条
第
五
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
四

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
一
項
と
し
、
同
条
中
第
五
十
三
項
を
第
五
十
二
項
と
し
、
第
五
十
四
項
を
第
五

十
三
項
と
し
、
第
五
十
五
項
を
第
五
十
四
項
と
し
、
同
条
第
五
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
一
号
イ
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
五
項
と
し
、同
条
第
五
十
七
項
中「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
一
号
イ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
一
号
イ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十

六
項
と
し
、
同
条
第
五
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
一
号
ロ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
一

号
ロ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
七
項
と
し
、
同
条
第
五
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
一
号
ハ
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
一
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十
八
項
と
し
、
同
条
第
六
十
項
中
「
附

則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
一
号
ニ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
一
号
ニ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
五
十

九
項
と
し
、
同
条
第
六
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
二
号
ハ
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
二

号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
項
と
し
、
同
条
第
六
十
二
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
第
三
号
ハ
」
を

「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
七
項
第
三
号
ハ
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
一
項
と
し
、同
条
第
六
十
三
項
を
削
り
、

同
条
第
六
十
四
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
六
十
二
項
と
し
、
同
条
第
六
十
五
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
二
十
八
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
三
項
と
し
、
同
条
第
六
十
六
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五

条
第
二
十
九
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
四
項
と
し
、
同
条
第
六
十
七
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
四
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
五
項
と
し
、
同
条
第
六
十
八
項
を
同
条
第
六
十
六

項
と
し
、
同
条
第
六
十
九
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
六
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
二
項
」
に
改
め
、
同

項
を
同
条
第
六
十
七
項
と
し
、
同
条
第
七
十
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
三

項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
八
項
と
し
、
同
条
第
七
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
を
「
附
則

第
十
五
条
第
三
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
六
十
九
項
と
し
、
同
項
の
次
に
次
の
二
項
を
加
え
る
。

70

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
用
途
は
、
次
に
掲
げ
る
用
途
以
外
の
用
途

と
す
る
。

一

住
宅

二

学
校

三

幼
保
連
携
型
認
定
こ
ど
も
園

四

老
人
ホ
ー
ム
、
福
祉
ホ
ー
ム
そ
の
他
こ
れ
ら
に
類
す
る
も
の

五

保
育
所
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
も
の

六

建
築
基
準
法
施
行
令
第
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
児
童
福
祉
施
設
等
（
助
産
所
及
び
前
二
号
に
掲
げ
る
も

の
を
除
く
。）

七

診
療
所

八

病
院

九

公
衆
便
所

十

工
場

十
一

倉
庫

71

政
令
附
則
第
十
一
条
第
三
十
八
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
証
明
が
さ
れ
た
土
地
は
、

当
該
土
地
（
当
該
土
地
と
一
体
と
し
て
管
理
又
は
使
用
さ
れ
て
い
る
土
地
を
含
む
。）が
前
項
各
号
に
掲
げ
る
用
途

以
外
の
用
途
に
供
す
る
家
屋
の
敷
地
の
用
に
供
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協

議
し
て
定
め
る
書
類
に
よ
り
市
町
村
長
の
証
明
が
さ
れ
た
土
地
と
す
る
。

附
則
第
六
条
第
七
十
四
項
か
ら
第
七
十
九
項
ま
で
を
削
り
、
同
条
第
八
十
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
二
項
」

を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
四
項
と
し
、
同
条
第
八
十
一
項
中
「
附
則
第
十
五

条
第
四
十
三
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
三
十
八
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
五
項
と
し
、
同
条
第
八
十
二

項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
六
項
と

し
、
同
条
第
八
十
三
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
七
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
五
項
」
に
改
め
、
同
項
を

同
条
第
七
十
七
項
と
し
、
同
条
第
八
十
四
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
九
項
第
一
号
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四

十
七
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
八
項
と
し
、
同
条
第
八
十
五
項
中「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
八
項
」

を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
七
十
九
項
と
し
、
同
条
第
八
十
六
項
中
「
附
則
第
十

五
条
第
四
十
八
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
三
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
項
と
し
、
同
条
第
八
十
七

項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
五
十
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
八
項
」
に
改
め
、同
項
を
同
条
第
八
十
一
項
と
し
、

同
条
第
八
十
八
項
中
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
九
項
」
を
「
附
則
第
十
五
条
第
四
十
四
項
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条

第
八
十
二
項
と
し
、
同
条
第
八
十
九
項
中
「
附
則
第
十
一
条
第
五
十
一
項
」
を
「
附
則
第
十
一
条
第
四
十
九
項
」
に

改
め
、
同
項
を
同
条
第
八
十
三
項
と
し
、
同
条
に
次
の
四
項
を
加
え
る
。

84

政
令
附
則
第
十
一
条
第
五
十
項
に
規
定
す
る
総
務
省
令
で
定
め
る
事
業
は
、
次
に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も

該
当
す
る
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
よ
り
市
町
村
長
の
証
明
が
さ

れ
た
事
業
と
す
る
。

一

当
該
事
業
が
行
わ
れ
る
政
令
附
則
第
十
一
条
第
五
十
項
に
規
定
す
る
都
市
機
能
誘
導
区
域
（
次
項
第
二
号
イ

に
お
い
て
「
都
市
機
能
誘
導
区
域
」
と
い
う
。）内
に
お
い
て
十
以
上
の
自
転
車
駐
車
場
を
用
い
て
行
う
も
の
で

あ
る
こ
と
。

二

情
報
通
信
技
術
を
利
用
し
た
自
転
車
駐
車
場
の
使
用
状
況
を
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム
を
用
い
て
行
う
も
の
で
あ

る
こ
と
。

85

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
五
項
に
規
定
す
る
償
却
資
産
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
次
に
掲
げ
る
償
却
資

産
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め
る
書
類
に
よ
り
市
町
村
長

の
証
明
が
さ
れ
た
償
却
資
産
と
す
る
。

一

自
転
車
（
人
の
力
を
補
う
た
め
電
動
機
を
用
い
る
も
の
に
限
る
。）

二

自
転
車
駐
車
器
具
（
道
路
法
施
行
令
第
十
一
条
の
十
第
一
項
に
規
定
す
る
自
転
車
駐
車
器
具
を
い
う
。）で
次

に
掲
げ
る
要
件
の
い
ず
れ
に
も
該
当
す
る
も
の

イ

都
市
機
能
誘
導
区
域
に
あ
る
誘
導
施
設
（
都
市
再
生
特
別
措
置
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
二
十
二
号
）
第

八
十
一
条
第
二
項
第
三
号
に
規
定
す
る
誘
導
施
設
を
い
う
。）又
は
旅
客
施
設
（
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
移
動

等
の
円
滑
化
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
九
十
一
号
）
第
二
条
第
六
号
に
規
定
す
る
旅
客

施
設
を
い
う
。）を
中
心
と
す
る
半
径
百
五
十
メ
ー
ト
ル
の
円
で
囲
ま
れ
る
区
域
内
に
あ
る
自
転
車
駐
車
場

（
一
の
当
該
区
域
内
に
整
備
さ
れ
る
自
転
車
を
駐
車
さ
せ
る
た
め
必
要
な
車
輪
止
め
装
置
の
数
の
合
計
が
二

十
五
以
上
で
あ
る
も
の
に
限
る
。）の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

ロ

自
転
車
に
充
電
す
る
た
め
の
設
備
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

86

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
第
一
号
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同

号
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
書
類
に
よ
り
特
定
都
市
河
川
浸
水
被
害
対
策
法
（
平
成
十
五
年
法
律
第
七
十
七
号
）
第
十
一
条
第
一
項
に
規
定

す
る
都
道
府
県
知
事
等
の
証
明
が
さ
れ
た
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
と
す
る
。

87

法
附
則
第
十
五
条
第
四
十
六
項
第
二
号
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
で
総
務
省
令
で
定
め
る
も
の
は
、
同

号
に
規
定
す
る
雨
水
貯
留
浸
透
施
設
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
国
土
交
通
大
臣
が
総
務
大
臣
と
協
議
し
て
定
め

る
書
類
に
よ
り
下
水
道
法
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
公
共
下
水
道
管
理
者
の
証
明
が
さ
れ
た
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
と
す
る
。
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